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●虐待疑われる事案を県に通報せず（岐阜県）

岐阜県にある精神科の病院で、去年、看護師が患者の首をつかむなど虐待と疑われる事案があったのにもかかわらず、法律で義務付けられている県への通報をしていなかったことが分かった。

以下、メディア記事。
　海津市にある精神科の病院「養南病院」によりますと、去年10月、男性看護師が女性患者に対し、食事の準備のため部屋に入るように繰り返し促したものの、入らなかったため押し倒して首をつかみました。
　患者は顔の辺りをすりむいて別の職員に被害を訴え、病院は虐待が疑われる事案として把握していましたが、県には通報していなかったということです。

　精神保健福祉法の改正により、去年4月からは、精神科病院で虐待を受けたとみられる患者がいた場合、都道府県などへの速やかな通報が義務付けられています。通報しなかった理由について、病院は取材に対し、「職員が直ちに退職し、前例がなく通報をためらってしまった」としています。

　その後、病院では、廊下に寝ていた患者を別の女性看護師が強く引っ張って起こす事案もあり、この際は県に通報したということで、現在、いずれの事案も県の調査を受けているということです。


※病院内で業務従事者による障害者虐待を発見した場合は、誰もが都道府
県に通報しなければなりません。業務従事者は、この通報をしたことを理由として、解雇その他不利益な扱いを受けません。また都道府県は、通報を受けて、報告徴収や立入検査を行うことが出来ます。
今年度から虐待防止推進委員会が法人内の虐待防止に向けた巡視を行っております。今一度、自身の言動を見直し、虐待防止に努めていきましょう。
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